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概要

 動詞の意味 について考 えるとき、空間の中での移動 を表わす動詞が話題になることが多い。 これ

は、空間における具体物の移動が、 日常直接的に体験でき、 しか も基本的概念であるため、動詞の

意味 という理解 しにくいものを具体物 に頼って確かめることができるか らだと思われる。 この論文

では、移動 を表わす文に動作動詞が用い られる仕組みについて考える。従来話題 とされてきた移動

表現は、移動物体が主語 または目的語の指示物 に一致する場合 に限 られるのが普通であった。 しか

し、 ここでは、いわゆる移動動詞 （go, come, cross, rise） と移動の様態の動詞 （run, walk, waltz）

のみならず、後者 を含む身体的動作 を表わす動詞 （1ean, nod, shrug;scream, call, breathe） 全般

に考察を広 げ、移動表現の範囲を広げる。そして、統語形式 として、人の身体的動作を表わす動詞

が経路表現 を伴いうること、 また、その主語が人の代わ りに無生物になる場合があることに説明 を

与 える。動作動詞の意味表示がLakoff（1987） の意味での心的映像 （mental image） であり、 し

か も、その映像 としての動きの中から移動 を抽出して認識する操作が あると仮定 し、 さらに、その

移動の概念が経路 の表出を促 し、換喩的に動作動詞を移動表現のために使用すると考えることに

よって、それは可能になる。

1.は じめに

 人や物が移動することを英語で表現するとき、移動そのものを表わすgoやcomeば か りでなく、

動きの様態 を表わす動詞 も移動動詞 として用いられることはよく知 られている。例えば、移動を表

わす文 （1a） の動詞went／cameの 代わ りに、 ranを 入れた文 （1b） も可能であり、その文が移

動を表わすことは、経路表現であるto the stationが あることからわかる。動詞runの 場合には、

移動の様態 （つまり足 を速 く動かす ことなど）の意味ばかりでなく、移動その ものの意味 も動詞 に

本来備わっていると言えようが、動詞waltzを 例 にして、（1c） と （1d） のような文の意味を比

べると、経路表現がないときには、位置の変化を意味する必要はな く、経路表現を伴 うときにだけ

移動の意味が明確になる （Levin（1993:105－106） を参照）。

 

(  1  ) a. Mary went/came to the station. 
   b. Mary ran to the station. 

  c. They waltzed. Levin  (1993: 269) 
   d. They waltzed across/into/through the room. Levin  (1993: 269)

waltzの ように、動 きを表わす動詞が経路表現を伴 うときにだけ、移動をも表わすようになる現象

を説明するために、抽象的な移動動詞MOVEに 動 きの様態を付加す る規則を仮定した り、逆 に、



様態を表わす動詞 に移動の意味を付与する規則を仮定 した りすることが行なわれてきた。いずれの

案にせよ、2つ の意味要素を合成する点では共通 してお り、 （1d） の場合には、 waltzが 動作の様

態の意味に加 えて、移動の意味 も持つことになる。移動の意味 を様態の意味の外側 に付加する規則

があるとする案に従 えば、図式的には下の （2a） から派生 した （2b） が、 （1d） の文中のwaltz

の語彙的な意味表示 となる。

 

(  2  ) a.  waltz  : [x WALTZ] 
   b.  waltz  : [x GO PATH by [x  WALTZ]]

なお 、 こ こで は 、 大 文 字 のWALTZは 元 の 動 詞 の 意 味 を表 わ し、 xは 動 作 の 主 体 を表 わ す 変 項 で

あ り、GO PATHは 移 動 と そ の経 路 を表 わ す 。 した が っ て 、 （2b） は、 人 が 「踊 りな が ら、 ど こか

を通 っ て 行 く」 とい う表 現 に近 い意 味 を表 示 し て い る。 この よ う に、 動 きの 様 態 の 動 詞 が 移 動 を も

表 わ す と き に、 様 態 と移 動 と い う2つ の 意 味 要 素 の 合 成 が起 き る とい う考 え 方 は 、 筆 者 の 知 る 限 り

で は、Talmy（1975,1985） 以 来 多 くの研 究 者 に 受 け入 れ ら れ て きた 。 例 え ば 、 Levin and Rapoport

（1988）、Pinker （1989:182－183）、 Jackendoff （1990:223－224）、 Levin （1991）、 Levin and

Rappaport Hovav（1992:259－260） 、 太 田 （1996）の い ず れ に お い て も、 表 記 方 法 の相 違 は あ るが 、

動 き の様 態 と移 動 の合 成 を行 な う操 作 が あ る と仮 定 さ れ て い る。

 従 来 、Gruber（1965） 、 Jackendoff（1972,1990） 、 Talmy（1975,1985） を初 め とす る文 献 で取

り上 げ られ た 移 動 表 現 は、 移 動 物 体 が 主 語 ま た は 目的 語 の 指 示 物 に 一 致 す る 場 合 に 限 られ るの が 普

通 で あ っ た 。 こ の論 文 の 目的 は 、 移 動 の概 念 を統 語 構 造 か ら切 り離 して 定 義 し直 し、 （1b） と （1

d） の よ うな 、 主 語 の 指 示 物 の 移 動 を表 わ す 文 ば か りで な く、 次 の （3） の よ う な文 にお い て も経 路

表 現 が 生 じて 、 しか も、 それ に応 じ た移 動 の 解 釈 が あ る こ と に説 明 を与 え る こ とで あ る。

 

(  3  ) a. He leaned down close to me. WB 
    b. I  .  .  . screamed into the wind. WB 
   c. Racing cars screamed past. OALD 5

（3a―c）において も、動詞 の直後に、 down close to me、 into the wind、 pastと いう経路表現が表

れ る。しかし、（2a）から （2b）を派生するような複合操作 によっては、 これらの文 を扱 うことは

で きない。 この操作によれば、動作の行為者は、主語 として表わされ、しかも移動する物体 も主語

の指示物 に一致 しなければならない。 ところが、 （3a） で移動するのは主 に上半身であり、（3b）

で移動するのは音声である。いずれも、主語に一致 していない。 （3c） で移動するのは主語の指示

物であるが、自動車は生 き物ではないので、文字通 りの意味で叫ぶ ことはない。したがって、 これ

らの事実を説明する力は、（2b）のような意味構造には存在 しない。 （1b） と （1d）のような移動

表現のみならず、（3a） と （3b）のような例群 も扱 うためには、移動 と経路の関係を見直 して、移

動の概念を一般化する必要がある。（3c） で起 きている現象に一般的な説明を与 えるためには、 さ

らに、動詞の換喩的用法 という見方が要求 され る。 この論文で示す ことは、 （a）移動は経路か ら独

立 した概念であ り、逆に、移動の認識が経路 を選択 させること、（b）これらの動詞の意味表示は心

的映像であり、話者はそこか ら移動を抽出して認識で きること、 （c）身体的な動作の名称 としての

動詞が、その動作の中に見いだされる移動の名称 として換喩的に用いられることである。 これ らを

受 け入れると、上の例文がより一般的な見通 しの中に現れ ることになる。

 ここで、この論文の構成について述べると、第2節 では、経路か ら独立 した概念 として移動を認



める理由を述べ、 さらに、経路表現の種類 を整理する。第3節 では、移動の抽出理論 を示 し、その

理論が、従来の合成理論では扱 うことができない事実をも統一的に扱いうることを見 る。第4節 で

は、動作動詞を換喩的に移動表現 に用いていると見なす と、統一 して扱 える事例について論 じる。

第5節 は、事実を整理 し直 し、理論を要約する。

2.移 動 と経路の関係

 物が移動する場面を想像するとき、それがどこかを通って行 く様子を思い描 くことが普通であろ

う。つま り、物が移動すると、動 く物はその周辺の物 との位置関係 を変えることになる。部屋の中

でボールが移動する場面 を想像 してみよう。ボールは人の手 を離れ、床の上 を転が り、椅子の側を

通って壁にあた る。このボールの移動には、手 という起点、床 と椅子 を基準にして指定 される通路、

壁 とい う着点が関わっている。 このような起点、通路、着点 を、 ここでは経路 （path）と呼ぶこと

にする。経路は、 この3種 類のいずれかひとつの場合 もあれば、い くつかの並列の場合 もある。

 このように物の移動には、その経路が深 く関わっているので、Talmy（1975） のように、移動を

物 と経路によって捉えようとす る考え方が生まれるの も尤 もであろう。 この考え方では、移動 とい

う状況は、背景 となる物 によって指定 される経路 を移動物体が通ることとなる。つまり、経路が移

動の定義の一部分 となるのである。 しかしなが ら、厳密な意味での移動 という概念は、経路 を必要

とはしない。 もちろん、移動 に経路が伴うことが許されるのは、上のボールの例で明 らかではある

が、移動 を認識する際に経路 は不要である。 この論文では、移動 を経路から切 り離 して定義 し、経

路表現が生 じるのは移動 という概念がその出現を許 しているからであるという考え方を採用する。

 文の意味に関与する移動の概念は、ある物が背景 との位置関係 を変えることとして認識 される。

その際、 どのような経路 をた どるか明示する必要はない。移動 を表わす動詞goとmoveが 次の文

中に現れる場合について考えてみよう。

 

(  4  ) a. Can't we go any  faster  ? CIDE 
   b. The bus was already moving when I jumped onto it. OALD 5

これらの文中では、goとmoveが 経路表現を伴わずに生 じているため、経路のない移動が表現 さ

れている。（4）が表わす移動 は、人や自動車が街路や町な どを暗黙の背景 にして、その中の自らの

位置を変 えてい くことである。その経路が不明確であって も、移動自体 は認識することができる。

 移動の認識が経路に依存 しない ことは上の例で示 したが、逆 に、経路 という概念 は、物の移動 を

前提 としていると考えられる。 この仮定に従うと、物が移動するときに限って、その物の経路を指

定することができることになる。即 ち、次の（5a）でacross the roadと いう経路表現が生じるのは、

wentに ある移動の意味が経路の表 出を許 しているからである。言い換えると、移動に経路 を添える

ことによって、その移動を詳 しく特徴づけることになる。

 

(  5  ) a. Mary went across the road. 
   b. My best friend lives across the road. LDCE 3

た だ し、 （5b） の よ う に、 物 が あ る位 置 を 占 め て い る こ と を表 わ す 場 合 に も経 路 表 現 が現 れ る こ と

が あ る が 、 そ の場 合 で さ え 、 指 定 され た 位 置 は 、 経 路 の終 端 で あ り、 そ の 位 置 へ の 移 動 と い う概 念

が 伴 っ て い る。 こ の経 路 の 終 端 と して の 位 置 に つい て は 、古 くはBennett（1975:35－39） 、Brugman

（1981:36－40） が論 じ て い る。



 次 の 節 で 動 作 と移 動 の 関 係 に つ い て 考 え る に当 た っ て 、 こ こで 、 移 動 の概 念 の存 在 を知 る手 が か

り とな る経 路 表 現 に つ い て整 理 して例 示 した い 。 経 路 は 、 前 置 詞 ・副 詞 に よ っ て表 わ さ れ て い る場

合 と動 詞 の 意 味 に 組 み込 ま れ て い る場 合 が あ る。 後 者 の 動 詞 と し て は 、 （6） の 例 が あ る が （Levin

（1993:263） 参 照 ）、 本 論 に直 接 関 わ ら な い の で 動 詞 の 列 挙 に と どめ る。 前 置 詞 ・副 詞 に 関 して 、

経 路 を指 定 す る た め の 基 準 に依 っ て分 類 す る と、そ の 基 準 が 、移 動 す る物 の 向 き （（7a－b）on, back） 、

背 景 とな る物 の形 （（7c―e）across, out）、 特 定 の 場 所 （（7f）home） 、 上 下 方 向 （（7g）up） 、 上

下 方 向 と物 （（7h）up） の 場 合 に分 け られ る。 言 う まで もな く、 起 点 と着 点 を表 わ すtoとfrom（7

i－j）も経 路 表 現 に 含 まれ る。

 

(  6  ) come, advance, recede, cross, enter, rise, ascend, reach, leave  
(  7  ) a. We can't go on any  further.  .  .  . LDPV 

   b. Go back a step or two, you're too near. LDPV 
    c. Mary went across the road. = (5a) 

   d. I'll just go across and get a loaf of bread. LDPV 

   e. Mary went out (of the room). 
   f. I must be going home, it's getting very late.  - LDPV 

   g. Smoke was going up in a straight  line.  .  .  . LDPV 
   h. Jack and Jill went up the hill. LDPV 

   i. I went to the lake. 

   j. Which station does the train go  from  ? LDPV

この論文では、 （7）で示されるような経路表現が文中に現れ ることは、移動 という意味概念 によっ

て許されていると仮定する。この仮定 を受 け入れ ると、逆 に、 ある文中に経路表現が存在すること

が、主要部の動詞に移動の意味が存在することを示 していることになる。ただし、 （5b） のように

経路 によって位置を指定する表現は、位置表現であ り、経路表現ではない。

 この節では、移動 と経路がそれぞれ独立 して特徴づけられること、また、経路表現が移動 に依存

していることを述べてきた。次の節では、移動 と経路の この関係に基づいて、動作動詞の意味表示

に認め られ る移動が文の構成にどの ように関わるのかを明 らかにす る。

3.動 作か ら抽出される移動

 この節では、人の動作を表わす動詞 （動作動詞）が経路表現 を従 える事例 を観察し、なぜそれが

可能になるのかを考える。 この問題に取 りかかるにあたって、最初 に、動作動詞を移動動詞か ら区

別 し、次に、動作動詞の意味表示に関する仮説 を提示する。その後で、意味表示に見出される移動

が経路表現の出現 を許 していることを主張する。

 初めに、移動動詞 と動作動詞の区別をしよう。移動動詞 とは、上で述べた ように、基本的に物の

移動を表わす動詞であり、goとmoveの 他 に、 （6） に挙 げた経路の意味を包摂する動詞がある。

一方
、 この論文で動作動詞 と呼ぶものは、主に人の身体的動きを表わす動詞であり、その下位類 と

しては、いわゆる移動の様態 を表わす動詞 （run, walk, waltz）、姿勢の変化 を表わす動詞 （lean, bend,

nod, shrug, reach）、呼吸 ・発声器官の活動 を表わす動詞 （breathe, cough, spit;scream, yell, call,

shout, whisper, whistle, bellow） がある。

 次に、動作動詞の意味表示について考 えよう。本論では、動作動詞の意味表示 は、心の中で思い

描 く映像であると仮定する。 これらの動詞の意味表示 は、音韻論や古典的意味論 における意味素性



の複合体 のように、原始的要素の組合わせか ら成 るのではな く、全体的 まとまりのある心的映像

（mental image） か ら成 り立 っていると考 える。例えば、 walkの 意味は、学習辞典では <（of a

person）to move along at a slow or moderate pace by lifting up and putting down each foot in

turn＞ （OALD5） と記されているが、本論ではこの動詞の意味表示は、辞典の定義のように言語記号

で表示されるので も、意味素性 の集合 として表示されるのでもな く、心的な映像 として表示される

と仮定する。言語で記 され る辞書的な定義は、 この心的映像 としての意味表示を言語 を用いて写 し

取った ものということになる。なお、古典的意味論における意味表示 に対する批判は、Taylor（1989）

を参照されたい。 また、心的映像 （mental image） という用語 は、 Lakoff（1987） で用いられた意

味でここでも用いる。動作動詞の心的映像 は、具体的で明瞭であるので、Lakoff（1987:267－268）

が基本レベル構造 （basic－level structure） と呼ぶ もの、即ち、身体経験によって直接的に意味を与

えられる構造 に属すると考える。

 ここで 「移動」 と 「動 き」 という用語の区別を明確 にしておきたい。移動 とは、すでに述べたよ

うに、物が背景 との位置関係 を変えることであるのに対 して、動 きとは動作動詞の心的映像の全体

または一部分 を指す。この区別は、動作動詞がなぜ経路表現 を従えるかを考 える際に重要である。

次に述べるように、人 は動 きの中に移動を認識するか らである。

 動作動詞の意味表示は心的映像であるという仮定に加 えて、人はその全体的動きの中に部分的な

動 きを認めることができ、 さらに、動きを移動 と見なすことがあると仮定 して も無理は生 じないで

あろう。つまり、人は全体 としてまとまりのある心的映像の一部分に注目した り、その一部分 また

は全体 を移動 として解釈す ることができると考える。再びwalkの 例を用いると、 この動詞の心的

映像 は、人が左右の足 を交互に前に出すことを含んでいるが、動き全体に背景をつけると、その人

物の移動 として認識できる。あるいは、動詞leanを 例にすると、その心的映像には、人が身を傾け

る動 きがあり、特に頭や上半身 に注目すると、それが元の位置か ら離れることになる。即ち、元の

姿勢 を背景 として、その部分の動きが移動 として認め られ ることになる。このように、動作動詞の

心的映像の中に移動を見ることができる。そして、 この移動の認識によって経路表現の生起が許さ

れることになる。

 ここまでを要約すると、動作動詞の意味表示は心的映像であ り、その動きの中に見出された移動

が経路表現を従 えると考える。移動 とは、動作動詞の場合、心的映像から抽出された結果生 じる認

識 ということになる。移動に関するこの見解、即ち、移動 とは心的映像の一部 または全体から抽出

された認識であるとする見方 を、移動の抽出理論 と呼ぶこととする。なお、（2b） で例示 した従来

の見解 を移動の合成理論 と呼んで、2つ の見方を対比 してゆく。

 確かに、いわゆる移動の様態の動詞に関する限 り、わざわざ抽出理論を持 ち出すまでもな く、合

成理論 によって も移動の意味 を扱 うことができよう。再び、動詞waltzを 例にすると、抽出理論に

よれば、（8a）のwaltzの 意味は 〈人が踊る〉心的映像であ り、その全体的動 きに背景を付けると、

動 きを移動 として抽出す ることができ、その移動の概念が経路表現 を従えていることになる。一方、

合成理論の要点を繰 り返すと、（8a）の動詞waltzが 移動の意味を持っのは、動きの様態WALTZ

に移動 と経路が付加 されて、（8b） の複合語彙構造を持っようになるからだ とされる。

 (  8  ) a. They waltzed across/into/through the room. Levin  (1993: 269) =  ( 1 d) 
  b.  waltz  : [x GO PATH by [x  WALTZ]] =  ( 2 b)

合 成 理 論 に よ る （8b） は 、 「人 が 踊 りな が ら、 （あ る い は踊 る こ とに よっ て ）移 動 す る」 こ と を表 示

す る の で 、 （8a） の 文 の意 味 を正 し く表 わ し て い る よ うに 見 え る。



 しかしながら、合成理論 には、2つ の欠点がある。第一 に、（8b） からわかるように、動 く物 と

移動する物が同一物である場合だけしか扱うことができない点である。 その2つ が異なる物である

場合は、別の語彙規則が必要になる。第二に、様態の動詞 とは何か という問題 を考 えずに、その意

味 を未分析のまま単に大文字でWALTZと している点である。 このままでは、移動 と経路の意味

を付加できる動詞 とできない動詞の区別は全 くつかず、規則素性 に頼って個々に記す という説得力

のない結果に陥る。それ とは対照的に、抽出理論によれば、 このような問題 は生 じない。抽出理論

においては、移動 とは、心的映像の中に見出され るものなので、全体的映像 ではな く、部分的な動

きが移動 として抽出されて もよいことになる。したがって、文の主語の指示物 と移動物体が一致す

る必要はないので、第一の問題点は生 じない。 また、動作動詞の意味 を心的映像 と見なして、さら

に、その動 きの全体 と細部 を見渡 して、その結果を文の構造 に反映できると仮定する点で、言語使

用者が語の意味 を分析することを認めている。 この理論 のもとでは、ある種の動作動詞のみに移動

の抽出が行なわれて、しかも、それに相応しい経路表現が生 じることは当然の結果 となるので、第

二の問題点 も解決できる。

 そこで、移動物体が主語の指示物 と一致ない事例 を観察 しよう。初めに、姿勢の変化 を表わす動

詞lean, bend, nod, shrug, reachに ついて考 えると、これ らは主語のみ と共起 して、 Mary leaned／

bent／nodded／shrugged／reached.の ようになる場合 もあれば、経路表現 を従 えて、 （9）―（13）のよ

うな文 を構成することもある。抽出理論に従って、 （9）-（10）のlean, bendの 意味表示 を 〈人 が体

を傾ける〉映像 と見なせ ば、その動 きの中に頭あるいは上半身の移動が見出される。 さらに、抽出

された移動が適切な経路表現の表出を促すことになる。 （11）のnodの 場合には、〈人が頭 を一度傾

ける〉。頭の移動の延長方向を経路表現が指定 している。 （12）のshrugの 例 は、〈人が両肩を上げ

る（す くめる）〉動きに身体 あるいは上半身の移動 を認めて、それに相応 しい経路表現 を加 えている。

（13）のreachは 、〈人が手 を伸ばす〉動 きであ り、その中から手の移動を抽出して、それによっ

て手の移動経路が表出する。いずれの例においても、移動するのは主語が指示す る人物全体ではな

く、その一部分である。合成理論 によっては、これ らをwaltzな どの様態の動詞 と同等 に扱 うこと

はできない。

 (  9  ) a. He leaned down close to me. WB =  ( 3 a) 
    b. Maria leaned across and  whispered.  .  .  . WB 

(10) a. She bent over to pick up her handbag.  LOB  : K10 64 
   b. As Sir Harry bent forward through the coach  door.  .  . 6 WB 

(11) a. He nodded towards the  drawing-room.  .  .  .  LOB  : P11 22 
   b. He nodded down the  garden.  .  .  .  LOB  : L21 204 

(12) a. Shivering, Kevin shrugged deeper into his  overcoat.  .  .  . WB 
   b. Quickly I slipped off my jacket, hung the holster from my shoulder 

      and shrugged into the jacket again.  LOB  : N08 104 

(13) a. Krasin reached across the table with his left hand. WB 
   b. Hinton reached out and put one hand on my arm. WB

動きの中に特定の部分が移動 として認識 されていることは、移動が顕著に認められる頭 ・肩 ・手が

次の例のように目的語 として表出されることによっても支持 される。

(14) a.  .  .  . I leaned my head against the steering  wheel.  .  .  . WB



b. Gaffer bent his head over the  newspaper.  .  .  . WB 

c. Rosie nodded her head. WB 

d. He shrugged his shoulders.  LOB  : P24 48 

e. He reached out his hand to draw her back from her sudden  enmity.  .  .  . WB

 次 に 、身体 の 動 きに 伴 う移 動 が 、体 以 外 の 物 に見 い だ さ れ る例 を見 よ う。Mary breathed／cough－

ed／spat.の よ うに 自動 詞breathe, cough, spitが 主 語 の み を伴 う場 合 、抽 出 理 論 に従 え ば 、動 きの

心 的 映 像 の 中 に息 や 唾 の 移 動 が 認 め られ る。 この 移 動 が 経 路 の 表 出 を許 す こ と に な る。 さ らに 、 こ

の 場 合 に も、 移 動 す る物 は名 詞 句 と して 表 れ る こ とが あ る。 た だ し、 この よ うな 名 詞 句 の表 出 は、

移 動 す る物 が 動 詞 の意 味 か ら は予 測 で きな い 場 合 に 生 じや す い 。

(15) a. The doctor told me to breathe in and then breathe out (again) slowly. OALD 5 
   b. Dolittle coughed into his  hand.  .  .  . WB 

   c. The boys were spitting out of the classroom window. OALD 5 

(16) a. Sea turtles live in the sea but breathe air and lay eggs on the beach. WB 
   b. He started coughing blood. COBUILD 1 

   c. The baby spat its food onto the table. OALD 5

 この第2の 類の下位類 として、発声 の動詞が ある。John screamed／yelled／called／shouted／

whispered／whistled／bellowed.の ような声を出す ことを表わす動詞は、下の例のように経路表現 を

伴うことがある。発声の動詞の意味 として、人が発声の動作を行なって、その結果生 じた音声が伝

播する心的映像 を想定すれば、抽出理論によって経路表現の表出を扱 うことがで きる。発声の動詞

の意味は、人が発音器官を動かして音声を出す部分 と、その音が伝わる部分 とか らなる動きの映像

であると仮定 しよう。後者の部分は、音声が元の位置から離れる移動 として認識されるので、その

移動が経路の明示を許す ことになる。（17a）を例 にすると、 screamの 〈人が金切 り声 をあげて、そ

の音声が伝わる〉心的映像の中で、音声の動 きを移動 として抽出し、その移動が経路表現into the

windの 表出を許すことになる。 （17b―i）にっいて も同様 な説明ができよう。

(17) a.    I.  .  . screamed into the wind. WB =  ( 3 b) 
   b. He screamed to her across the water. KDEC 

   c. I yelled through the fence to my neighbor. KDEC 
    d.  .  .  . he called coldly across his  shoulder.  .  .  . WB 

   e.  .  .  . he sticks his head in the door and shouts up the stairs.  Brown  :  L11 0550 
   f.  .  .  . and I shouted down to the  boy.  .  .  .  Brown  : P26 0780 

   g.  . she whispered incoherently into his  ear.  .  .  . WB 
   h. The brooding bird would whistle to its  mate.  .  .  . WB  

i  . Roger bellowed down the hall at her. WB

この動詞群で も、移動する物が目的語 として表出されることがあるが、それは音声そのものを指す

名称ではなく、音声が運ぶ内容である。 この類では、動詞 と名詞は同じ音形 を持つので、同音の名

詞は繰 り返されずに、音 に伴って移動する内容が名詞句 として生 じる。



(18) a.  .  .  . he screamed his agony.  LOB  : N22 190 
   b. Christian pushed him away, yelling abuse. WB 

    c.  .  .  . someone called my name. WB 
    d. Steve shouted  something.  .  .  . WB 

   e. She whispered his name. COBUILD 2 
   f. The male will whistle various  calls.  .  .  . WB 

   g.  .  .  . he pushes the door open and bellows  'Hallo  !  ' WB

（15）におけるbreathe類 においても、（17）のscream類 において も、移動するものは、主語の指

示物で もな く、その一部分で もない。合成理論によっては、これ らを様態動詞 と統一 して扱うこと

はできない。

 先 に、合成理論の第二の問題点 として、移動 と経路の意味 （GO PATH） を付加することができ

る動詞 とできない動詞 との区別がつかないことを指摘 した。具体的には、この見解では、次の文 （19

a） が （19b）の意味に近い解釈を受 けるのを阻止することはできない。

(19) a.   I.  .  . screamed into the wind. WB = (17a) 
   b. I went into the wind screaming.

つ まり、 （19a）の本来の解釈は、「私が金切 り声をあげて、その声が風の中に入 って行 った」という

ことであるが、合成理論によれば、動作主体 と移動物 は一致するので、 （19a）は私の移動 とされ、

「私が金切 り声をあげながら、風の中に入って行った」という誤 った解釈 （19b）を与 えられる。移

動 と経路 を付加する規則によれば、（19a）が （19b）の解釈を持 たないことが例外的 となり、それを

扱 うために規則素性のような何 らかの仕組みを付け加 える必要が生 まれる。合成理論 を維持 しよう

とするLevin and Rappaport Hovav（1995:202） でさえ、特定の動詞だけがこの規則の適用を受

ける事実に何の説明も付かないことを認 めている。彼 らが この問題点を克服 できない理由は、動詞

の意味に関して古典的な意味素性理論 を暗黙の前提 としているからであると思われる。その上、合

成理論は、そのままでは上で述べた正 しい解釈 を （19a）に与 えることもできない。つまり、移動す

るのは音声であるということを扱うことがで きない。

 抽出理論 によれば、（19a）が 「私が金切 り声をあげなが ら、風の中に入 って行 った」 という誤 っ

た解釈 （19b）になることは決 してない。なぜなら、動詞screamの 意味 は、〈人が金切 り声をあげ

て、その音声が伝わる〉心的映像であり、そこか ら移動 として抽出できるのは音声の伝播のみであ

り、人の動 きではない。 したがって、抽出理論によれば、screamの 主語が動作主 （agent）と移動

物体 （theme） を兼ねることはありえない。

 この節を要約すると、様態の動詞のみならず、姿勢の変化の動詞、呼吸 ・発声器官の活動を表わ

す動詞 も移動の構文に生 じる事実 を観察 してきた。 これ らの文 に経路表現が現れることを説明する

ためには、動作動詞の意味表示が心的映像であること、その中か ら移動 を抽出で きる場合 に限って、

それに相応 しい経路表現が現れると考えると説明が付 くことを確かめてきた。そして、移動の合成

理論では、 これらの現象を統一的に扱 うことができないことを明 らかにした。

4.換 喩的移動表現

 前節では、心的映像の中に移動 を認めて、その移動が経路表現を従 えることを明らかにしたが、

本節では、移動が関心の中心になる場合について考察す る。身体的動作 を表わす動詞が、その心的



映像から抽出された移動部分のみを表現する場合があると考 えると、統一 して扱える現象があるこ

とを示 したい。

 初めに、姿勢の変化を表わす動詞 を例に挙げると、上の （9）-（14）のように動作 を行なう人物が

主語になるのではな く、次の （20）に示すように、頭や手などの身体の移動部分が主語になること

も可能である。 これは話者が人の姿勢の変化に関心を持ちながら、その移動部分に特に注目すると

きに生 じる文であると思われ る。

(20) a. The blurred heads of holiday-makers leaned out, waving and kissing 
      to the platform of  spectators.  .  .  .  LOB: N22 158 

   b. His head bent and his mouth opened against those  bruises.  .  .  . WB 
   c. Her head nodded forward and fell onto her knees. WB 

   d. A hand reached down and gripped him around the throat. WB

このように、動作動詞が、動 き全体の意味で用いられるのではなく、動 きか ら抽出された移動の意

味で用い られている文 を換喩的移動表現 と呼ぶことにする。（20）の例は、身体的な動作に与えられ

た名称が、そこに認識できる移動の名称 として代用 される場合があることを示 している。

 発声の動詞の場合にも、換喩的移動表現が生じる。 これ らの動詞の心的映像には、発声の動 きと

音声の動きを認めることができると考えたが、音声の動きを移動 として抽出して、その部分を中心

に文を組み立てると （21）のような例が生 まれる。 この見方によれば、これ らの文の意味は、ある

経路 をた どって移動する音に、その音 と共に移動す る物が主語 として添えられているということに

なる。

(21) a. Racing cars screamed past. OALD5 =  ( 3 c) 
   b. The car's tires whispered through the puddles. COBUILD 2 

   c. As I stood up a bullet whistled past my back. COBUILD 2

つ ま り、 （21a）の 文 を 換 喩 的 表 現 と見 な す と、 この 文 は 、 「金 切 り声 が 通 り過 ぎて 、 そ の 音 の 移 動 と

共 に 自動 車 が過 ぎ て い く」とい う意 味 を持 つこ とに な る。 （21b）で は、 「囁 き声 が 水 溜 り を通 り過 ぎ、

そ の 移 動 に車 輪 の 移 動 が 一 致 して い る」 とい う解 釈 に な る。 また 、 （21c） で も、 同 じ よ う な解 釈 に

な る。 （21）に お い て 、 音 の移 動 に具 体 物 の 移 動 が 伴 う こ とは 、 上 の （18）の例 群 で 、 音 に 内容 が 目

的 語 と して伴 う こ とに 平 行 して い る。 （21） で は 、 それ がracing carsやthe car's tiresな どの具 体

物 で あ り、 （18）で はhis agony, abuseな ど形 の な い 内容 で あ る点 で 異 な るが 、 （21）に類 す る換 喩

的 移 動 表 現 の場 合 に も、 比 喩 的 な文 と して は 、 （22） に 示 す よ う に形 の な いthe thoughtやpainが

主 語 に立 つ こ とが あ る。

(22) a. This happens to other people, not us, the thought screamed through her head. WB 
   b. It was like hitting a sack of salt. Pain shout up Curt's arm clear to 

      the  shoulder.  .  .  . [sic]  Brown  : N12 1220

 換喩的移動表現が全ての発声動詞で等 しく生 じるわけではない。おそらく、この表現は移動 とし

て抽出できる意味の部分が比較的豊富な場合 に限って許されると思われる。例 えばroarの 場合、

（23a）の心的映像の全体的表現 と、（23b）の換喩的移動表現の両方が観察される。



(23) a. The whole assembly roared its approval. WB 
   b. As I left, a tractor roared  by.  .  .  . WB

しか し、動詞によっては換喩的表現が辞典 とコーパスの中に見つからない こともある。 この現象を

資料が少な過ぎたために起 きた ことと解釈することもで きるが、むしろ、 このことが換喩的移動表

現の生 じる要因を示唆 していると解釈するほうがよいと思われる。発声の動詞の換喩的移動表現の

例 を （21）―（22）で見たが、その中に例えばcall, cry, yellは 含 まれていない。学習用辞典 （CIDE,

COBUILD 2,HEED, KDEC, LDCE 3,OALD 5） を調べて も、これ らには移動の用例が見つから

ない。実際に移動に注目した表現が生 じるscream, whisper, whistleな どと比べると、call, cry, yell

は伝播する音の音色が関わっていないように思われる （Shimada（1995:83） 参照）。 これ と同様の

現象は、次に見る移動の様態の動詞にも現れる。

 換喩的移動表現は、姿勢の変化 と発声の動詞群に限 らず、いわゆる移動の様態の動詞でも生 じる。

この動詞群で も、心的映像から抽出した移動に関心が移ると、即ち移動物 と背景 との位置関係の変

化 に注目することになると、映像の中に認められる手足 などの部分的動 きは、ぼやけて問題 になら

な くなる。例 えば、動詞runの 意味は 〈足を歩 く時 よりも速 く動か して、速 く移動する〉心的映像

であるが、この全体的映像は （24a）の文中に現れる。 この映像のうち 〈速 く移動す る〉ことに注目

して、移動物 と背景の位置変化に関心を移すと、身体各部分の動 きは問題 にならな くなり、 （24b）

のように移動する物は、無生物でもよくなる。 これは、姿勢変化の動詞lean, nodや 発声の動詞

screamやwhistleで 観察 した換喩的移動表現が生 じるの と同じ過程である。動詞dance, crawlの

場合 も同様で、それぞれの意味は、〈音楽に合わせて身体 を動かす〉、〈体 を地につけて （近づけて）

手 と足で、ゆっくり移動する〉心的映像である。それぞれの全体的映像 は、人 を主語 として （25a）

と （26a）の文中に現れる。映像の中で、動作主体の移動 に注 目すると、移動物 と背景 との関係変化

の様子に関心が移 り、身体各部の動 きは意識されな くなる。 この とき （25b）と （26b）のように、

無生物主語が現れる。

(24) a. I had to run to catch the bus. OALD 5 
   b. The van ran off the road into the ditch. OALD 5 

(25) a. She danced gracefully across the stage. KDEC 
   b.  .  .  . the flickering, yellow lights still danced across the ceiling. WB 

(26) a. Some babies don't crawl at all, preferring to shuffle along on their  bottoms.  ..  . WB 
   b. One persistent taxi follows him through the street, crawling by the  sidewalk...  . 

 LOB  : E09 12

 この類の動詞全てが換喩的移動表現 を許すわけではないのは、発声の動詞の場合 と同じである。

例 えば、動詞walkは 、無生物を主語にとることはない。つ まり、＊The car walked along.と は普

通 は言わないであろう。walkは 、人間の移動 としては標準的なものであるから、 runやcrawlに

比べると速度の情報が乏 しく、danceと 比べても特異な動きが認められない。したがって、 walkの

心的映像には、移動、即ち、背景 との関係変化の様態に関する情報が乏 しく、移動にのみ注目する

ことがで きない。この点で、移動の様態の動詞walkは 、発声の動詞call, cry, yellに 似ている。

両者 とも移動部分のみを抽出 して、それを関心の中心に据える程 は移動の意味が豊かではない。

 重要なことは、上で述べた換喩的移動表現 という概念 を用いると、姿勢の変化、発声、移動の様



態 という3つ の動詞群で起 きている現象を統一 して扱 うことができる点である。どの動作動詞の場

合で も、心的映像の中に移動が認められるとき、その移動の部分の情報が注目に値するほど豊富で

あれば、その動詞は、そのままの音形で移動の名称 として用いることができる。

5.お わりに

 これまでに示 したことを整理してみよう。動作動詞は多義的であ り、人が身体を動かすことのみ

ならず、その動 きの中に見出される移動 をも表わす。さらに、動作動詞が換喩的に移動のみを表す

こともある。観察 した主な事実は、（a）動作動詞が動作主 （agent）をとるばか りでな く経路表現

（path）を従 えることも可能なこと、（b）動作主のみならず移動物体 （theme）も表出することがあ

ること、（c）動作主の代わ りに移動物体が主語になる文があることである。 この事実は、動作動詞

の下位類である（27）の ような様態の動詞のみならず、別の2つ の下位類である姿勢変化の動詞（28）

と発声の動詞 （29）において も観察 される。

(27) a. Mary ran to the station. =  ( 1 b) 
   b. *Mary ran herself to the station. 

   c. The van ran off the road into the ditch. OALD 5 = (24b) 

(28) a. He leaned down close to me. WB =  ( 9 a) 
   b. I leaned my head against the steering  wheel.  .  .  . WB = (14a) 

   c. The blurred heads of holiday-makers leaned out, waving and kissing 
      to the platform of  spectators.  .  .  .  LOB  : N22 158 = (20a) 

(29) a. I  .  .  . screamed into the wind. WB = (17a) 
   b.  .  .  . he screamed his agony.  LOB  : N22 190 = (18a) 

   c. Racing cars screamed past. OALD 5 = (21a)

従来注目されて きたことは、（27a－b）に示すように、様態動詞が移動 を表わす ときに、主語が動作

主 と移動物体 を兼ねる現象である。 しかし、これは特殊な場合であり、一般的には （28）と （29）

が示すように、主語が2つ の役割 を兼ねることはない。また、発声の動詞が移動の文に生じるとき、

主語が移動物体 と動作主 を兼ねてはならないという制約があると言われているが （例 えば、Levin

and Rappaport Hovav（1995:197） ）、 この制約は、第3節 の最後に示 したように抽出理論の帰結

となる。

 これらの事実 を扱うために、移動の抽出理論 と呼ぶものを提案 した。動作動詞の意味表示は心的

映像であ り、話者 は、その映像 としての動 きの中から、移動を抽出すると仮定 した。その移動の概

念が経路の表出を促 し、さらに、移動の意味が豊かな動詞の場合には、換喩的に移動部分に着目し

た文が生まれることになると仮定 した。 この見方によれば、心的映像のどの部分が移動 として抽出

できるかは、動詞によって異なり、動作主 と移動物の重複の程度は多様であることが許 される。 ま

た、移動の意味が換喩 を許すほど豊富であるかどうかも、動詞によって異なることが当然のことと

なる。さらに、動作動詞の下位分類 も話者にとっ ては不要である。様態の動詞、姿勢の変化の動詞、

発声の動詞などを区別する標識がな くとも、動詞の意味表示である心的映像があれば、上で仮定 し

た原則に従って適切な文 とその解釈が得 られる。したがって、このように考えると、合成理論で設

定せざるをえない個々の規則 とその制約を認める必要はなくなる。

 ところで、文の意味のうち、 どこまでが動詞の語彙的意味であ り、 どこからが構造的意味なのだ

ろうか。動作動詞が移動表現に現れる場合に限れば、移動 とは、語の意味 としての心的映像か ら一



般原則によって抽出される概念であるので、語彙的意味の各部分に固有の情報 と考える必要はな く、

そこか ら移動を抽出する一般的原理が与える意味 ということになる。 したがって、これ らの移動表

現は、移動 という非語彙的概念 によって生み出されることになるであろう。この意味で、移動 は構

造 としての意味 と言えよう。ただし、全ての移動表現が、非語彙的な移動概念のみによって構成 さ

れるわけではないことは、goやcomeな どの本来移動を表す動詞が存在することから明 らかであ

ろう。

 さて、移動表現 を話題の中心にして、その中に動作動詞が現れる場合 に何が起 こっているのかを

考えてきたが、 ここで見方を変えて、話題 の中心 を動詞 に移すと、実は上で観察 した事柄 は動詞の

多義性の問題の一例 として捉 え直す ことができる。そして動詞一般の多義性の問題は、心的映像、

そこからの情報の抽出、換喩的表現 という概念を導入す ることによってかなりの説明が可能になる

であろう。なお、 これ らの概念がどの程度有効 に働 くのか、またそれぞれの概念 をどの程度明確に

把握することができるのか という課題が残 されている ということは言うまで もない。
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